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扇
目l

ロ
ボ

災
害
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
応
で
国交省

建
設
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
開
一
対
応
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
一
大
し
て
い
る
情
報
通
信
技
術
一
に
な
る
と
し
て
、
プ
レ
キ
ャ

一
発
・
活
用
策
を
議
論
し
て
き
一
対
応
し
た
長
期
的
な
開
発
や
一

(
I
C
T
)
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
一
ス
ト
製
品
の
標
準
化
や
設
計

た
国
土
交
通
省
の
有
識
者
懇
一
活
用
の
目
標
を
掲
げ
た
。
技
一
術
に
よ
っ
て
、
若
手
が
希
望
一
の
3
次
元
デ
1
タ
に
基
づ
き

談
会
は
回
目
、
提
言
を
ま
と
一
術
の
高
度
化
ヘ
複
数
の
研
究
一
を
持
っ
て
建
-
謹
宋
界
に
入
職
一
自
動
で
施
工
す
る
機
械
の
実

め
た
。
建
設
現
場
の
熟
練
技
一
機
関
が
実
現
を
競
い
合
う
コ
一
し
て
く
る
ニ
と
に
も
期
待
を
一
現
を
目
指
す
よ
う
提
案
し

能
者
不
足
が
課
題
と
な
る
一
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
一
示
し
た
。
一
た
。
災
害
対
応
で
は
、
現
場
調

中
、
建
設
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
一
入
も
提
案
し
た
。
一
開
発
・
活
用
の
中
長
期
目
一
査
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
や

必
要
性
を
示
し
た
上
で
、
生
一
提
言
で
は
、
発
展
が
目
覚
一
標
で
は
、
例
え
ば
、
施
工
自
動
一
地
盤
・

3
次
元
地
形
情
報
が

産
性
・
安
全
性
向
上
、
災
害
一
ま
し
く
、
活
用
の
場
面
が
増
一
化
で
現
場
の
省
力
化
が
可
能
一
取
得
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
実

用
化
を
目
標
に
設
定
。
イ
ン

フ
ラ
老
朽
化
で
は
、
ト
ン
ネ

ル
内
の
点
検
な
ど
、
点
検
・
補

修
を
迅
速
に
進
め
、
コ
ス
ト

低
減
や
品
質
確
保
に
も
寄
与

す
る
技
術
確
立
を
求
め
た
。

導
入
を
提
案
し
た
コ
ン
ペ

で
は
、
物
の
性
能
で
は
な
く
、

与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

環
境
の
中
で
の
シ
ス
テ
ム
設

計
の
能
力
を
競
う
こ
と
が
不

可
欠
と
し
た
。
建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
の
高
度
化
を
目
指
し

た
建
設
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
開
発

に
向
け
て
産
学
官
の
関
係
者

が
参
加
す
る
情
報
交
換
の
場

を
設
置
。
中
長
期
的
な
重
点

分
野
や
評
価
基
準
の
設
定
な

ど
を
議
論
し
た
り
、
施
工
者

側
が
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
発

信
し
た
り
す
る
こ
と
も
重
要

だ
と
し
た
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐車
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑬建設工業
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